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各 位 
オリックス株式会社 

 

韓国の大手総合物流会社「現代ロジスティクス」に投資 

 

オリックス株式会社（本社：東京都港区、社長：井上 亮）は、このたび、韓国の大手総

合物流会社である HYUNDAI LOGISTICS CO.,LTD.（本社：韓国ソウル市、以下「現代ロ

ジスティクス」）に投資することで基本合意しましたのでお知らせします。オリックスは、

現代ロジスティクスの株主の 1 社である HYUNDAI MERCHANT MARINE COMPANY 
LIMITED（本社：韓国ソウル市、以下「現代商船」）とともに設立する特別目的会社（SPC）

を通じて、現代ロジスティクス株式の 88.8％を約 6,000 億ウォン（約 600 億円）で取得し

ます。 

 
オリックスは、韓国の事業会社を戦略的パートナーとして選定した上で、当該 SPC が発

行する全株式の 70％にあたる転換条項付き優先株を約 2,400 億ウォン（約 240 億円）で共

同で引き受ける予定です。また、30％にあたる普通株を現代商船に対して発行するととも

に、金融機関からノンリコースローンを調達します。 

 
現代ロジスティクスは、韓国大手財閥である現代グループの物流事業会社として 1988 年

より事業を開始し、現在では韓国の 3 大総合物流会社として、宅配、3PL（※）、国内外の

フォワーディング（輸送）を主要事業として展開しています。特に宅配事業では、国内各

地に総合物流センターを設け、インターネット・通信販売市場で拡大する宅配需要を取り

込み、現在では売上の約 1/3 を占める安定的な収益事業に成長しています。また、現代グル

ープ企業やその顧客基盤をもとに、近年海外事業も高い伸びを示しており、今後も成長が

期待されます。 

 
現代グループは、韓国財閥に特徴的なグループ企業が循環的に相互に出資する循環出資

構造を形成しており、資本の効率化に課題を有しています。また、将来的な経済環境の変

化に対応するため、昨年末に財務改善計画を公表し、流動性のさらなる確保を含め、グル

ープの構造改革を図っており、今回の現代ロジスティクスの株式譲渡もその一環の取り組

みと位置づけています。 

 
オリックスでは、2012 年に韓国のエネルギー事業会社 STX Energy（現：GS E&R Corp.）

へ資本参加するなど、韓国において投資事業を積極的に行っています。これまでに培った

投資事業の専門性と韓国における戦略的パートナーシップとの融合を図り、投資先の企業

価値の向上を目指してまいります。 
（※）荷主に対してコスト低減などの物流改革を提案し包括して物流業務を受託する事業 

以 上 

 
 ＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

グループ広報部 堀井・石井 TEL：03-3435-3167 



 
■「現代ロジスティクス」概要  

 
会 社 名：HYUNDAI LOGISTICS CO.,LTD. 
本社所在地：Hyundai Group B/D,1-7,Yeonji-dong,Jongno-gu,Seoul 
代 表 者：J.B.Lee 
設 立 日：1988 年 6 月 
事 業 内 容：①宅配事業 

②国内向け物流受託サービス、3PL 事業 
③貨物運送事業（航空・海運） 
④港湾運営事業 
⑤海外事業 

ホームページ：http://www.hlc.co.kr/eng/  

 
 
 
 


